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特集　第３６回上北郡総合体育大会

今月のスポットライト

　　　ソフトテニス協会
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第
36
回
上
北
郡
総
合
体
育
大
会

　

６
月
１
日
～
２
日
に
か
け
て
第
36

回
上
北
郡
総
合
体
育
大
会
が
東
北
町

で
開
催
さ
れ
、
野
辺
地
選
手
団
は
13

競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

１
日
は
軟
式
野
球
競
技
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
、
サ
ッ
カ
ー
競

技
、
剣
道
競
技
が
行
わ
れ
、
剣
道
で

は
１
勝
１
敗
で
３
町
が
並
び
、
代
表

者
に
よ
る
決
定
戦
の
末
、
惜
し
く
も

準
優
勝
で
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

は
危
な
げ
な
い
試
合
運
び
で
２
日
の

準
決
勝
に
コ
マ
を
進
め
ま
し
た
。

　

２
日
は
残
る
す
べ
て
の
競
技
が
開

催
さ
れ
、
野
辺
地
選
手
団
は
３
競
技

で
優
勝
す
る
な
ど
、
大
活
躍
で
し

た
。
優
勝
し
た
卓
球
男
子
は
準
決
勝

で
優
勝
候
補
で
あ
る
東
北
町
を
破
っ

た
六
ヶ
所
村
と
対
戦
し
、
３
対
２
で

大
金
星
。
続
く
決
勝
で
は
、
お
い
ら

せ
町
に
３
対
０
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち

で
、
３
年
ぶ
り
９
回
目
の
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
は
準
決

勝
で
六
戸
町
と
対
戦
し
、
97
対
42
で

圧
勝
。
続
く
決
勝
戦
は
優
勝
候
補
東

北
町
と
一
進
一
退
の
接
戦
の
末
、
68

対
68
で
同
率
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
連
覇
を
か
け
て
試
合
に
臨
ん
だ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
は
、
圧
巻
の
試

合
運
び
で
相
手
を
寄
せ
付
け
ず
、
見

事
３
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
優
勝

し
た
お
い
ら
せ
町
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
は
優
勝
し
た
七
戸
町
に
準
決
勝
で

敗
れ
３
位
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
決
勝

で
東
北
町
に
敗
れ
惜
し
く
も
準
優
勝

で
し
た
。

　

野
辺
地
町
は
、
総
合
得
点
40
点
、

７
町
村
中
５
位
で
し
た
が
、
３
競
技

で
優
勝
す
る
な
ど
、
多
数
の
入
賞
競

技
が
あ
り
ま
し
た
。

　

野
辺
地
町
は
平
成
17
年
に
総
合
準

優
勝
し
て
い
ま
す
が
、
総
合
優
勝
と

な
る
と
平
成
元
年
以
来
し
て
い
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
来
年
こ
そ
、
野

辺
地
町
の
総
合
優
勝
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

※
上
北
郡
総
合
体
育
大
会
は
昭
和

53
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
第
１
回
大
会

は
野
辺
地
町
が
総
合
優
勝
し
て
い
ま

す
。
野
辺
地
町
は
こ
れ
ま
で
36
回
中

６
回
総
合
優
勝
し
て
い
ま
す
。

野
辺
地
選
手
団

　
　
　

 
３
競
技
で
優
勝

郡総合三連覇を達成した女子バレーボールチーム（３年連続３回目の優勝）

卓球男子　３年ぶり９回目の優勝 バスケットボール男子　２年ぶり６回目の優勝

2

イベント



総
合
優
勝　

東
北
町　
　
　

60
点

　

準
優
勝　

お
い
ら
せ
町　

57
点

　

３
位　
　

六
ヶ
所
村　
　

46
点

　

４
位　
　

七
戸
町　
　
　

45
点

　

５
位　
　

野
辺
地
町　
　

40
点

　

６
位　
　

六
戸
町　
　
　

36
点

　

７
位　
　

横
浜
町　
　
　

10
点

▼
陸
上
競
技

優　

勝　

東
北
町

準
優
勝　

お
い
ら
せ
町

　

３
位　

六
ヶ
所
村

　

４
位　

六
戸
町

▼
軟
式
野
球

優　

勝　

六
ヶ
所
村

準
優
勝　

お
い
ら
せ
町

　

３
位　

六
戸
町　

七
戸
町

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

優　

勝　

六
戸
町

準
優
勝　

お
い
ら
せ
町

　

３
位　

東
北
町　

七
戸
町

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

優　

勝　

野
辺
地
町

準
優
勝　

六
戸
町

　

３
位　

お
い
ら
せ
町　

六
ヶ
所
村

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

優　

勝　

野
辺
地
町　

東
北
町

　

３
位　

六
戸
町　

お
い
ら
せ
町

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

優　

勝　

六
ヶ
所
村

準
優
勝　

東
北
町

　

３
位　

六
戸
町

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

優　

勝　

東
北
町

準
優
勝　

七
戸
町

　

３
位　

六
戸
町

▼
卓
球
男
子

優　

勝　

野
辺
地
町

準
優
勝　

お
い
ら
せ
町

　

３
位　

七
戸
町　

六
ヶ
所
村

▼
卓
球
女
子

優　

勝　

横
浜
町

準
優
勝　

六
ヶ
所
村

　

３
位　

お
い
ら
せ
町

　

４
位　

七
戸
町

▼
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　

勝　

お
い
ら
せ
町

準
優
勝　

六
ヶ
所
村

　

３
位　

七
戸
町　

野
辺
地
町

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

優　

勝　

東
北
町

準
優
勝　

野
辺
地
町

　

３
位　

七
戸
町　

東
北
町

▼
サ
ッ
カ
ー

優　

勝　

六
ヶ
所
村

準
優
勝　

お
い
ら
せ
町

　

３
位　

七
戸
町　

東
北
町

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

優　

勝　

七
戸
町

準
優
勝　

六
ヶ
所
村

　

３
位　

野
辺
地
町　

六
戸
町

▼
柔
道

優　

勝　

東
北
町

準
優
勝　

野
辺
地
町

▼
剣
道

優　

勝　

東
北
町

準
優
勝　

野
辺
地
町

　

３
位　

七
戸
町

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

七
戸
町

準
優
勝　

東
北
町

　

３
位　

六
戸
町

　

４
位　

六
ヶ
所
村

▼
ボ
ウ
リ
ン
グ

優　

勝　

東
北
町

準
優
勝　

お
い
ら
せ
町

　

３
位　

六
戸
町

　

４
位　

七
戸
町

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

優　

勝　

お
い
ら
せ
町

準
優
勝　

七
戸
町

　

３
位　

野
辺
地
町

　

４
位　

六
戸
町

総
合
成
績

各
競
技
結
果

各
競
技
風
景
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５
月
21
日
、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
女
性
学
習
講
座

開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
で
あ
る
教
育
委
員

会
古
田
教
育
長
は
「
女
性
の

学
習
機
会
の
提
供
は
大
切
な

こ
と
。
た
く
さ
ん
学
ん
で
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
欲
し

い
」
と
参
加
者
を
激
励
し
ま

し
た
。

　

開
講
式
の
後
、
第
１
回
講

座
と
し
て
、
東
奥
日
報
新
聞

社
野
辺
地
支
局
長
藤
田
幸
雄

氏
の
講
演
を
行
い
、
新
聞
記

者
と
し
て
の
経
験
を
参
加
者

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
女
性
学
習
講
座

は
７
回
開
催
さ
れ
、
町
外
研

修
や
野
辺
地
小
学
校
音
楽
交

歓
会
鑑
賞
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

平成２５年度女性学習講座開講式

自分たちで少年非行防止活動を
　

５
月
21
日
野
辺
地
警
察
署

に
お
い
て
、
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
チ
ー

ム
、
リ
ト
ル
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
へ
の

委
嘱
状
交
付
式
が
開
催
さ

れ
、
野
辺
地
町
の
小
・
中
・

高
校
生
17
名
が
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
チ
ー
ム
の
Ｊ

Ｕ
Ｍ
Ｐ
と
はJuvenile

（
少

年
）、M

isconduct

（
非
行
）、

Prevention

（
防
止
）
の
頭

文
字
で
、
少
年
非
行
防
止
を

意
味
す
る
と
と
も
に
、
少
年

た
ち
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る

「
ジ
ャ
ン
プ
」
の
意
味
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
辺
地
警
察
署
齊
藤
署
長

は
「
少
年
非
行
防
止
を
自
ら

の
活
動
で
行
い
、
犯
罪
の
低

年
齢
化
を
防
い
で
ほ
し
い
」

と
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
の
町
と
し
て
有
名

な
野
辺
地
町
に
株
式
会
社
Ｇ

Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
様
よ
り
ス

キ
ー
24
台
が
、
野
辺
地
中
学

校
ス
キ
ー
部
へ
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

野
辺
地
町
の
選
手
育
成
の

た
め
に
贈
ら
れ
た
ス
キ
ー
24

台
は
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
様
の

選
手
た
ち
が
使
用
し
て
い
た

も
の
で
す
。

　

ス
キ
ー
を
受
け
取
っ
た
野

辺
地
中
学
校
ス
キ
ー
部
部
長

坂
下
玲
菜
さ
ん
は
「
感
謝
の

気
持
ち
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
て
夏
場
の
練
習
に
励
み
、

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
い
」
と

感
謝
の
気
持
ち
と
こ
れ
か
ら

の
練
習
に
意
欲
的
な
姿
勢
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

野辺地中学校へスキー寄贈

町内各小学校

運 動 会

講演をする藤田支局長

寄贈されたスキーと野辺地中学校スキー部

馬門小学校 若葉小学校

野辺地小学校

委嘱状を受け取るＪＵＭＰチーム
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　平成26年４月１日以降に採用する野辺地町職員の採用試験を下記により行います。
１．１次試験区分及び日時等

試験区分 採用予定人員 １ 次 試 験 日 等 受　　験　　資　　格

初級一般 若 干 名

期日： ９月22日（日）
会場：青森市内

昭和53年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた
者で、高校卒業以上又は卒業見込みの者
（大学を卒業した者及び卒業見込みの者は除く）

消　　防 〃
昭和58年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた
者で、高校卒業以上又は卒業見込みの者で、消防職員と
して職務遂行に必要な体力及び健康を有する者
（救急救命士の有資格者又は資格取得見込みの者を含む）

２．試験の方法等
　　　１次試験　　　◆一般事務Ｂ　　　　　教養、事務適性検査、クレペリン検査
　　　　　　　　　　◆消防　　　　　　　　教養、消防適性検査、クレペリン検査
　　　２次試験　　　11月上旬、１次試験合格者を対象にして、作文試験及び面接試験を行います。
３．申込み受付期間　　７月１日（月）から７月31日（水）まで　午前８時30分～午後５時まで　
　　　　　　　　　　　※郵送の場合は、受付期限の日までの消印のあるものに限る
４．申込み方法　　　　次の書類を役場総務課へ提出の上申し込んでください。
　　　⑴試験申込書　⑵履歴書（顔写真添付）　⑶最終学校の卒業証明書（開封無効）
　　　⑷成績証明書（開封無効）　⑸救急救命士の有資格者は資格証または免許証の写し
　　　⑹顔写真２枚（縦４㎝×横３㎝、試験日の３ヵ月以内に撮ったもの）
　　　※ ⑴・⑵は野辺地町ホームページ（URL　http://www.town.noheji.aomori.jp/）からダウンロードするか、

町総務課にもあります。
５．その他　　　　　次のいずれかに該当する者は受験できません
　・日本国籍を有しない者　・成年被後見人又はその被保佐人（禁治産者を含む）
　・ 日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党やその他の団体を結成し、又は

これに加入した者
６．問合せ先　　　野辺地町役場 総務課（0175－64－2111　内線289番）

　平成26年４月１日以降に採用する、北部上北広域事務組合消防職員の採用試験を下記により行います。
１．職種及び日時等
　　職　種：消防職　採用予定人数：２名程度　期日：平成25年９月22日（日）　試験地：青森市
　　会　場：未定
○受験資格
　⑴ 昭和58年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者で学校教育法による高等学校以上を卒業又は卒業

見込みの者
　⑵消防職員として職務遂行に必要な体力及び健康を有する者
　⑶普通自動車運転免許取得者（採用までに取得見込みの人を含む。）
　⑷地方公務員法第16条各号のいずれにも該当しない者
２．試験の方法
　第１次試験　　　教養試験、消防適性検査Ａ、一般性格診断、職場適応性、クレペリン検査
　第２次試験　　　作文試験、面接試験
３．申込み受付期間　　平成25年７月１日（月）から平成25年７月31日（水）まで
　　　　　　　　　　　午前８時30分～午後５時まで（土曜日、日曜日および休日を除く）
　　※郵送の場合は、受付期限の日までの消印のあるものに限る。
４．申込み方法　次の書類を北部上北広域事務組合事務局総務課へ提出してください。
　 　⑴試験申込書　　※試験申込書は事務局総務課にあります。⑵履歴書（顔写真添付、自己の特技、趣味、応

募の動機などについて記載）⑶最終学校の卒業証明書または卒業見込み証書（開封無効）⑷成績証明書（開封
無効）⑸顔写真３枚（上半身脱帽、縦４㎝×横３㎝、試験日の３ヵ月以内に撮ったもの）※履歴書に貼り付け
たものを除く

　郵送での請求は、返信用の封筒（送付先記入、切手貼付）を同封してください。
５．問合せ先　　〒039－3113　青森県上北郡野辺地町字田狭沢40番地９
　　　　　　　　　　　　　　 北部上北広域事務組合事務局総務課（電話0175－64－1066）

野辺地町職員採用試験のお知らせ

北部上北広域事務組合消防職員採用試験案内
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公立野辺地病院看護師・薬剤師・理学療法士等募集

第22回参議院議員通常選挙
投票時間　午前７時～午後８時

選挙区は立候補者氏名・比例代表は候補者または政党名を記入
　参議院の任期満了（７月28日）に伴い、議員の半数を改選する通常選挙です。この選挙は各都道府県を単位と
して行われる選挙区選挙と、全国を単位として行われる比例代表選挙に投票する２票制の選挙です。棄権しない
で、みなさんそろって投票しましょう。
○投票資格のある人
　 ①年齢要件：平成５年７月22日以前に生まれた方。②住所用件：平成25年４月３日以前から当町に住所のある

方。③転出された方：県内外に転出された方でも当町の選挙人名簿に登録されていれば投票できます。
○持参するもの　投票所入場券（紛失や届いていない場合は、受付でその旨をお知らせください）
○期日前投票　投票日に投票所へ行けない方は期日前投票ができます。
　①日時　７月５日（金）～７月20日（土）までの間、午前８時30分から午後８時まで。
　②場所　野辺地町中央公民館　玄関ホール
○不在者投票
　①不在者投票を行うことができる施設（指定施設）に入院・入所している方が投票する場合
　　入院・入所している施設長に申し出て、施設内で投票することができます。
　②郵便により投票する場合
　 　身体に障がい等があり、一定の要件を満たす方は、ご自宅で郵便投票をすることができます。この方法は時

間がかかりますので、お早めに町選挙管理委員会にお問い合わせください。
　③滞在地で投票する場合
　 　町外の滞在が長期にわたり、選挙日に帰省できない場合は、事前に町選挙管理委員会にお問い合わせのう

え、投票用紙などを請求してください。滞在地の選挙管理委員会の立会いのもとで投票することができます。
○開票日程　　７月21日（日）町立体育館
○選挙管理委員会からのお願い
　 　選挙にあたっては、常に本人の自由意思に基づいて清い一票を投じ、買収、供応などのルール違反には絶対

応じない強い意志をもちましょう。公職選挙法では、候補者はもとより、何人も酒を飲ませたり金銭や物品を
配ったりして有権者を買収し、票を得ることは固く禁じられています。「贈らない・求めない・受け取らない」
をモットーに明るい選挙を行いましょう。

１．新卒者（平成26年３月卒業予定者）
　受験を希望する方は下記までお申し込みください。
　　○職種・採用予定人数　看護師　10名　　薬剤師　２名
　　○受験資格　平成26年４月30日までに資格取得見込みの方
　　○試験の種類　小論文・面接
　　　※応募方法等
　　　⑴下記の書類を公立野辺地病院事務局まで、郵送又は持参してください。
　　　　①自筆履歴書（上半身脱帽写真添付・市販用紙可）　１通
　　　　②成績証明書・卒業証明書または卒業見込証明書・健康診断書（官公立医療機関のもの）　各１通
　　　⑵応募期限・・・・・・平成25年８月30日（金）厳守
　　　⑶採用試験日・・・・・平成25年９月26日（木）
２．既卒者（平成25年度中途採用）・・・採用試験随時（小論文・面接）６ヶ月間は臨時採用となります。
　　○職種・採用予定人数　看護師10名　薬剤師　２名　理学療法士　２名　臨床検査技師　２名
　　　※　応募方法等　下記の書類を公立野辺地病院事務局まで、郵送又は持参してください。
　　　　①自筆履歴書（上半身脱帽写真添付・市販用紙可）　　１通
　　　　②免許証の写し・健康診断書（官公立医療機関のもの）
３．臨時診療情報管理士・臨時医師事務作業補助員・臨時看護補助員随時募集中
　　ハローワークに求人公開しておりますので、ハローワークで紹介を受けて応募下さい。
４．応募・お問合せ先
　　〒039－3141　青森県上北郡野辺地町字鳴沢９－12
　　北部上北広域事務組合　公立野辺地病院　事務局　☎0175－64－3211（内線512）
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野辺地町教育委員候補者を募集します
１．公募の趣旨
　 　今日の教育環境を取り巻く変化に対応するとともに、教育行政の充実と活性化を図るため、教育現

場の現状や地域の実情に通じ、広い視点から教育について考えていただける方を募集するものです。

２．教育委員の職務内容等
　 　教育委員は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき教育委員会（５人の委員で組織）

に置かれる職で、具体的には次の職務を担っていただきます。
　　　・定期的または臨時に開催される教育委員会などの会議への出席及び審議
　　　・小中学校卒業式などの各種式典への出席
　　　・教育委員会が主催する各種行事への参加

３．公募者数
　　教育委員　１名

４．任期、待遇等
　　　・任期　　任命の日から４年
　　　・報酬　　日額　4,300円
　　　・身分　　非常勤特別職の公務員

５．応募者の資格（次のすべてに該当する者）
　　　①応募申込時の年齢が満25歳以上で、野辺地町に住所を有し、野辺地町長の被選挙権を有する。
　　　②人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有する。
　　　③破産者にあっては復権を得ている。
　　　④禁固以上の刑に処せられたことがない。
　　　⑤毎月数回程度会議に出席が可能な方。

６．応募期間
　　平成25年７月１日（月）～ 平成25年７月31日（水）必着

７．応募方法等
　　⑴ 　次の書類を角型２号封筒に入れ、封筒のおもて面に「教育委員候補者応募申込」と朱書のうえ、

下記宛先へ郵送するか直接持参してください。
　　　ア、野辺地町教育委員候補者応募申込書（所定用紙）
　　　イ、課題論文
　　　　　課題テーマ　　「今の社会において求められる教育委員会の役割」
　　　　　（2,000字以内。ＰＣで作成する場合は文字数の確認をしてください。）
　　⑵　受付は、応募期間中（土曜日及び日曜日を除く。）の午前８時30分から午後５時まで行います。
　　⑶　郵送による応募は、７月31日（水）の消印のあるものまで受け付けます。
　　⑷ 　「野辺地町教育委員候補者応募申込書」は役場総務課に備えていますので、郵送又は直接おい

でになって請求してください。　　　　　　　※野辺地町ホームページでもダウンロード可能です。

８．応募・問合せ先
　　〒039－3131
　　野辺地町字野辺地123－１
　　野辺地町役場総務課　ＴＥＬ　64－2111 （内線289番）　ＦＡＸ　64－9594
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今年も北前船「みちのく丸」がやってくる！

花咲ゆき美

お知らせ

連携事業のお知らせ
第58回ふるさと歴史講座・フォーラム
～なぜ北辺の地に豪商が生まれたのか～
「廻船問屋野村治三郎と北前船経営」

講　師：中西聡氏（名古屋大大学院教授）ほか
と　き：平成25年７月13日（土）10：00～
ところ：野辺地町中央公民館　（入場無料）
　　　　事業に関するお問い合わせ・申し込み：
　　　　野辺地町歴史民俗資料館（64-9494）

　　　　　　場所：のへじ潮騒公園（雨天：町立体育館）
のへじ常夜燈フェスタ
10：00～16：00
＜ステージイベント＞
　若葉小学校マーチングバンド演奏
　わかば保育園園児遊戯
　ＹＯＳＡＫＯＩ共演
　オープニングセレモニー
　野辺地中学校吹奏楽部演奏
　花咲ゆき美歌謡ショー※むつ湾のへじ特派員
　バイオリン披露
　ＨＩＰ　ＨＯＰ　ダンス
＜テントブース＞
　屋台村・観光物産コーナー
　放射線環境コーナー
　ちびっこ大集合！コーナー（商協）
　フアフアコーナー
　横浜町・六ケ所村特産品コーナー（３町村連携事業）
　六景楽市コーナー
　商工会・漁協・川漁協・農協コーナー
　商店会コーナー
　自衛隊コーナー
　赤十字コーナー
　特産品抽選コーナー
　みそ貝焼き試食会（数に限りあり）
　常夜燈ほたて塩焼きそばコーナー
　警察署コーナー
＜海上イベント＞
　北前船（千石船）「みちのく丸」
　船内一般公開　 　※専門員の説明付き
　15：00予定「みちのく丸」復興支援出発式
　※出発後、野辺地沿岸にて帆を上げ航行します。
　　なお、悪天候時には帆上げを中止いたします。

　　　　　　場所：野辺地港港湾公共岸壁　　
北前船（千石船）「みちのく丸」寄港　　　　
15：00～21：00　　　　　　　　　　　　　
旧フェリー航路を航行し寄港。 　　　　　
15：00　 テントブース開始　　　　　　　
15：30　 入港・寄港セレモニー　　 　　 
16：00～  船内一般公開　        　　　 
　～17：30　　 一般公開終了　　　　　   
18：00～　 北前船「ライトアップ」　　　　
　～21：00　終了※船内は見学できません。
　今年度も幻想的な北前船をお楽しみ下さい
　　                                     

クローバー作業所前 ９：40 11：35
陸奥湾温泉前 ９：45 11：40
馬門公民館前 ９：50 11：45
会場（潮騒公園） ９：55 11：50

有戸四戸商店前 10：10 16：30
明前集会所前 10：10 16：30
旧木明小学校前 10：15 16：20
のへじ帆立センター前 10：15 16：20
勤労青少年ホーム前 10：20 16：15
会場（潮騒公園） 10：25 16：10

最終便

※お問い合わせ：のへじ常夜燈フェスタ実行委員会　（役場　地域戦略課　64-2111内線266・267）

★主なイベント内容　※イベント内容は一部変更する場合もあります。

えぼしコミセン前 ９：30 10：30 13：55 14：00 15：55
駅前 ９：35 10：35 12：00 13：50 14：05 15：50
下町久保田衣料店前 ９：40 10：40 12：05 13：45 14：10 15：45
青森銀行野辺地支店前 ９：45 10：45 12：10 13：40 14：15 15：40
会場（潮騒公園） ９：50 10：50 12：15 13：35 14：20 15：35 最終便
会場（潮騒公園） 12：20 14：30 16：10
馬門公民館前 12：25 14：35 16：15
陸奥湾温泉前 12：30 14：40 16：20
えぼしコミセン前 12：35 14：45 16：25
駅前 12：40 14：50 16：30
クローバー作業所前 12：45 14：55 16：35
下町久保田衣料店前 12：50 15：00 16：40
青森銀行野辺地支店前 12：55 15：05 16：45

１号車（委託業者：北燈バス） ２号車（町マイクロ）

【20日送迎バス時刻表】※雨天時は会場が町立体育館 会場行き 帰　　り

19日（金） 20日（土）

７月１９日（金）・２０日（土）

2013 のへじ常夜燈フェスタ
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十
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浴
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お
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せ

大
き
く
な
あ
れ
！

カ
ワ
ラ
ケ
ツ
メ
イ
種
ま
き

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

観
察
会
・
撮
影
会

○
日
時　

７
月
５
日（
金
）午
前
６
時

▼
軍
手
・
ゴ
ミ
袋
は
準
備
し
ま
す
。

　

小
雨
は
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行
し
ま
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が
、
中
止
の

場
合
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午
前
５
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分
に
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報
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で
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ま
す
。
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浦
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浴
場
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ン
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間
～

　

７
月
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日（
土
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８
月
18
日（
日
）

　

マ
リ
ン
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ス
十
符
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浦

　

７
月
12
日（
金
）～
８
月
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水
）

　

野
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地
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光
協
会
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導
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と
、
町
内
３
小
学
校
で
カ
ワ
ラ
ケ
ツ

メ
イ
種
ま
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実
施
し
ま
し
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絶
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危
惧
さ
れ
て
い
る
日
本
一

小
さ
な
ト
ン
ボ
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ッ
チ
ョ
ウ
ト

ン
ボ
』
を
ご
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じ
で
す
か
？
体
長
２

セ
ン
チ
、
１
円
玉
ほ
ど
の
大
き
さ
の

希
少
な
ト
ン
ボ
が
野
辺
地
町
に
は
生

息
し
て
い
ま
す
。
野
辺
地
町
に
生
息

す
る
希
少
生
物
を
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察
し
な
が
ら
、

写
真
撮
影
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

○
日　
時

　

平
成
25
年
７
月
13
日
（
土
）

　

９
時
30
分
～
11
時

　

（
受
付
９
時
15
分
～
）

○
場　
所

　

ま
か
ど
温
泉
ス
キ
ー
場

（
車
で
お
越
し
の
際
は
、
あ
っ
た
か

ハ
ウ
ス
前
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
）

○
内　
容

　

ト
ン
ボ
専
門
家
を
お
招
き
し
、
観

察
会
・
撮
影
会
を
行
い
ま
す
。

○
参
加
申
込
み

　

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
64

－

２
１
１
１　

内
線
２
８
４
）

○
締
め
切
り　
７
月
11
日
（
木
）

○
参
加
料　
無　

料

○
そ
の
他

　

観
察
区
は
湿
地
で
す
の
で
長
靴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

貸
出
用
カ
メ
ラ
は
数
に
限
り
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　教育委員会の定例会を公開します。
　希望する方は、開催日時１週間前までに申し込みください。
１. 日　時　平成25年７月17日（水） 午前９：30
２. 場　所　中央公民館　第１研修室
３. 内　容　・専決処分した事項の報告
　　　　　　（県費負担教職員の採用に係る内申について）
　　　　　・その他
４. その他　 会議は、原則公開にて行いますが、議案等の内

容によっては、非公開となります。
５. 申込先　学校教育課　電話　64－2119

＊ハッチョウトンボとは？＊
　青森県内の希少生物をまと
めた「レッドデータブック」
にて、Ａランクに指定された
絶滅が危惧されるトンボです。
　浅い湿地に局限されてお
り、県内でもごく少数の地域
にしか生息していません。当町のスキー場に生息して
おり、２年前から保護活動を行っています。

救急活動にご理解を！－消防署からのお知らせ－
　野辺地消防署では、救急出動の際、常時１～２名の救急救命士が乗務し、症状に応じた医療機関を選定して搬
送しています。救急車内では、医療機関と専用回線（ホットライン）を通して傷病者の状態を伝え、様々な医療
資器材を使って観察や、必要に応じて高度な救急医療処置を行いながら、密接な連携のもとに活動しています。
受け入れ先病院の準備ができないままにすぐに搬送しても、結果的に処置の遅れや医療機関のたらい回しなどに
つながるため、救急車内では、このようなやり取りを現場で確実に行っています。特に重症であったり、夜間・
休日、小児科や産婦人科対応などでは、受け入れ先病院を選定するために現場に滞在する時間が長くなる場合も
あります。
　また、傷病者が２階や搬出に困難が予想される状況や、症状が重篤で救命処置が必要な場合などでは、救急活
動を支援するために消防車も同時に出動します。サイレン音は、火災の時は「ウ～」音と「カンカンカン」とい
う鐘の音（警鐘）を交互に繰り返しますが、救助出動や救急支援、ドクターヘリ対応などでは、「ウ～」音のみ
のサイレン吹鳴となります。
　増加する救急件数に対応し、質の高い救急活動の実施に努めておりますので、救急車の適正利用など町民の皆
様のご理解とご協力をお願い致します。

教育委員会定例会開催のお知らせ

　問合せ先
　　野辺地消防署
　　TEL：64－3126

種まきをする若葉小学校４年生
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期
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療
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者
の
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ま
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す
こ
や
か
医
療
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受
給
資
格
証
の
更

新
と
助
成
制
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更
に
つ
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て

重
度
心
身
障
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医
療
費
助

成
制
度
の
変
更
に
つ
い
て

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

一
斉
更
新
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
８
月
１
日
は
被
保
険
者

証
の
更
新
日
で
す
。
新
し
い
被
保
険

者
証
は
、
７
月
下
旬
に
町
か
ら
の
郵

送
ま
た
は
、
町
民
課
・
窓
口
で
の
お

引
渡
し
と
な
り
、
有
効
期
限
は
平
成

27
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
保
険
料
滞
納
等
の
理
由
に
よ
り
納

付
相
談
の
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
及
び
更
新
時
期
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証
は
、

平
成
25
年
８
月
１
日
以
降
に
町
民

課
・
窓
口
に
返
還
し
て
い
た
だ
く

か
、
裁
断
の
う
え
確
実
に
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
返
還
も

で
き
ま
す
）

○
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容

を
ご
確
認
の
上
、
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
ら
町
民
課
・
窓
口
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

○
平
成
24
年
中
の
所
得
状
況
等
に
よ

り
、
８
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
窓
口

で
の
自
己
負
担
割
合
が
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
等

に
つ
い
て

　

「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

は
、
平
成
25
年
７
月
31
日
が
有
効
期

限
で
す
が
、
平
成
24
年
中
の
所
得
状

況
等
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
も
引
き

続
き
認
定
さ
れ
る
方
に
は
、
新
し
い

認
定
証
（
有
効
期
限
は
平
成
26
年
７

月
31
日
ま
で
）
が
郵
送
さ
れ
る
の

で
、
更
新
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

平
成
25
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
で
、
新
た
に
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

町
民
課
・
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

③
平
成
25
年
度
保
険
料
額
決
定
に
伴

う
保
険
料
額
決
定
通
知
書
の
送
付
に

つ
い
て

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
の
決
ま
り
方
（
年
額
）

　

均
等
割
額
（
被
保
険
者
全
員
が
納

め
る
額
４
０
，
５
１
４
円
）
＋
所
得

割
額
（
所
得
に
応
じ
て
納
め
る
額
。

基
礎
控
除
後
の
所
得
×
所
得
割
率

（
７
．
41
％
））
＝
青
森
県
の
保
険

料
（
限
度
額
55
万
円
）

※
基
礎
控
除
後
の
所
得
と
は
、
総
所

得
金
額
等
か
ら
33
万
円
を
差
し
引
い

た
額
と
な
り
ま
す
。

④
保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

⑤
保
険
料
の
「
減
免
等
」
に
つ
い
て

　

天
災
そ
の
他
特
別
な
事
情
で
、
医

療
機
関
等
の
窓
口
負
担
や
、
保
険
料

を
支
払
う
こ
と
が
著
し
く
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
減
免

等
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　

町
民
課　

国
保
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
年
金
担
当 

☎
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－
２
１
１
１

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 

☎
０
１
７

－
７
２
１

－

３
８
２
１

　

現
在
お
持
ち
の
「
す
こ
や
か
医
療

費
受
給
資
格
証
」
は
、
７
月
31
日
で

期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。
受
給
資
格

の
あ
る
方
に
は
、「
更
新
申
請
書
」

を
７
月
中
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の

で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

な
お
、
平
成
25
年
１
月
１
日
以
降

に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の

「
平
成
25
年
度
所
得
課
税
証
明
書
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
期　
日

　

７
月
16
日
（
火
）
～
26
日
（
金
）

○
場　
所

　

役
場 

町
民
課　

国
保
の
窓
口

○
持
参
す
る
も
の

　

①
郵
送
し
た「
更
新
申
請
書
」一
式

　

②
印 

鑑

　

③
現
在
お
持
ち
の「
受
給
資
格
証
」

　

④
健
康
保
険
証
（
全
員
分
）

※
１
月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
方
の

み
→
前
住
所
地
の
「
平
成
25
年
度
所

得
課
税
証
明
書
」

～
８
月
１
日
診
療
分
か
ら
「
社
会
保

険
加
入
の
方
」
の
医
療
費
は
現
物
給

付
と
な
り
ま
す
～

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
資

格
認
定
を
受
け
て
い
る
「
社
会
保
険

加
入
の
方
」
が
県
内
の
医
療
機
関
で

診
療
を
受
け
る
場
合
、
役
場
が
発
行

す
る
受
給
資
格
証
と
保
険
証
を
一
緒

に
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
不
要

に
な
り
ま
す
。（
受
給
資
格
証
を
忘

れ
た
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
領
収
証

書
等
を
お
持
ち
に
な
り
、
役
場
へ
請

求
し
て
く
だ
さ
い
）

　

受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、「
お

知
ら
せ
」
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
期　
日

　

７
月
16
日
（
火
）
～
26
日
（
金
）

○
場　
所　

　

役
場
町
民
課　

国
保
の
窓
口

○
持
参
す
る
も
の

　

①
郵
送
し
た
「
お
知
ら
せ
」

　

②
印
鑑

　

③
現
在
お
持
ち
の「
受
給
資
格
証
」

　

④
健
康
保
険
証

※
国
民
健
康
保
険
加
入
者
・
後
期
高

齢
者
医
療
受
給
者
の
方
は
、
今
ま
で

通
り
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
問
合
せ
先

　

町
民
課 

国
保
・
後
期
医
療
・
年

金
担
当
（
内
線
２
９
６
）

　

ま
た
、
児
童
（
子
供
が
18
才
に

な
っ
た
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
を
児

童
と
す
る
）
を
現
に
扶
養
し
て
い
る

次
に
該
当
す
る
家
庭
は
受
給
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
町
民
課
へ
申
出

し
て
下
さ
い
。

① 

離
婚
・
死
亡
・
未
婚
等
に
よ
る
母

子
家
庭
、
父
子
家
庭

② 

父
又
は
母
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る

児
童
の
い
る
家
庭

③ 

父
又
は
母
が
精
神
又
は
身
体
の
障

が
い
等
に
よ
り
労
働
能
力
を
失
っ

て
お
り
常
時
監
護
が
必
要
な
家
庭

④ 

両
親
の
死
亡
等
に
よ
り
現
に
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
家
庭

※
婚
姻
届
を
出
し
て
い
な
く
て
も
事

実
上
婚
姻
状
態
に
あ
る
場
合
や
、
所

得
未
申
告
の
方
、
申
請
者
（
同
居
を

含
む
）
の
所
得
額
が
定
め
ら
れ
た
金

額
よ
り
高
い
方
は
受
給
資
格
が
消

滅
・
非
該
当
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
８
月
１
日
診
療

分
か
ら
、
助
成
制
度
が
変
更
に
な

り
、
県
内
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受

け
る
場
合
、
役
場
が
発
行
す
る
受
給

資
格
証
と
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機

関
の
窓
口
へ
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
費
の
窓
口
負
担
が
不
要
と
な
り
ま

す
。（
受
給
資
格
証
を
忘
れ
て
受
診

さ
れ
た
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
領
収

証
書
等
を
お
持
ち
に
な
り
、
役
場
へ

請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

○
問
合
せ
先

　

町
民
課　

国
保
・
後
期
医
療
・
年

金
担
当
（
内
線
２
９
６
）

10

お知らせ



町
道
獅
子
沢
線
の
通
行
止
め

に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

　

獅
子
沢
跨
線
橋
橋
梁
補
修
工
事
に

伴
い
、町
道
獅
子
沢
線
の
一
部
が
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
期　
間

　

平
成
25
年
６
月
～
10
月
ま
で

②
施
工
業
者

　
（
株
）柏
崎
組（
株
）升
澤
組

③
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

建
設
環
境
課
64

－

２
１
１
１（
内

線
２
７
３
）

夏
休
み

『
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室
』

　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
夏
休

み
の
期
間
を
利
用
し
て
、
小
・
中
学

生
に
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
教
室
で
す
。
初
心
者
、
経
験
者
問

わ
ず
大
歓
迎
で
す
の
で
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

★
種
　
目

①
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

○
日　
時

　

７
月
24
日
（
水
）
26
（
金
）
27

（
土
）
午
後
６
時
～

（
土
曜
日
午
後
３
時
）

○
場　
所　
町
立
体
育
館

○
対　
象

　

小
学
生
～
中
学
生　

定
員
30
人

②
柔
道

○
日　
時

　

７
月
23
日
（
火
）
24
（
水
）
午
後

６
時
30
分
～

○
場　
所　
町
立
体
育
館
柔
剣
道
場

○
対　
象

　

小
学
生
～
中
学
生　

定
員
30
人

③
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
日　
時

　

７
月
23
日
（
火
）
25
（
木
）
30

（
火
）
午
後
６
時
30
分
～

○
場　
所　
町
立
体
育
館　

○
日　
時　
７
月
26
日
（
金
）

○
場　
所　
野
辺
地
中
学
校
体
育
館

　

午
後
７
時
～

○
日　
時　
７
月
27
日
（
土
）

サン・ビレッジ

ファミリー食堂

県道馬門野辺地線

松ノ木馬門線

青い森鉄道

至　青森 国道４号線

通行止め区間

至　十和田

スタンド

ハッピードラッグ

マックスバリュ●

●

●

●

●

○
場　
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

午
後
６
時
～

○
対　
象

　

小
学
生
～
中
学
生　

定
員
20
人

★
参
加
料　
６
０
０
円

 

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
）

★
申
込
・
問
合
先

　

参
加
申
込
書
が
町
立
体
育
館
と
教

育
委
員
会
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

に
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
の
上
７
月

17
日
（
水
）
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ

い
。【
内
線
２
２
２
】

　

野
辺
地
の
自
然
や
文
化
財
な
ど
を

紹
介
し
た
冊
子
を
好
評
の
た
め
、
こ

の
度
増
刷
し
ま
し
た
。
購
入
ご
希
望

の
方
は
歴
史
民
俗
資
料
館
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。
頒
価
は
７
０
０
円
で

す
。

○
問
合
せ
先

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

（
電
話
６
４
―
９
４
９
４
）

　

英
語
や
異
文
化
に
ふ
れ
、
外
国
人

と
楽
し
く
過
ご
す
１
日
で
す
。
英
語

の
歌
を
歌
っ
た
り
、
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
し
て
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
体
験
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

昼
に
は
、
手
づ
く
り
ラ
ン
チ
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
す
。
親
子
の
参
加
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
Ｄ
Ａ
Ｙ

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

『
あ
る
く
み
る
な
っ
と
く

野
辺
地
の
自
然
と
文
化
』増
刷

友
達
同
士
の
参
加
な
ど
た
く
さ
ん
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
講
師
は
、
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
タ

イ
ラ
ー　

ニ
コ
ラ
ス
さ
ん
の
他
に

２
、３
人
参
加
し
ま
す
。

○
日　
時

　

平
成
25
年
７
月
23
日
（
火
）

　

９
時
30
分
～
15
時

○
場　
所

　

柴
崎
牧
場「
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー
」

○
参
加
者

　

一
般
・
高
校
生
・
中
学
生
・
小
学

５
年
生
以
上

○
定　
員　
30
名

○
会　
費　
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

○
送　
迎

　

現
地
ま
で
バ
ス
が
出
ま
す
。
９
時

中
央
公
民
館
集
合

○
申
込
み

　

学
校
教
育
課 

☎
64

－

２
１
１
９

○
締
切
り

　

平
成
25
年
７
月
19
日
（
金
）

　

第
21
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

（
９
月
１
日
開
催
）へ
出
場
す
る
野
辺

地
町
チ
ー
ム
の
選
手
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
自
分
の
力
を
試
し
た
い
方
や

野
辺
地
町
チ
ー
ム
と
し
て
一
緒
に
参

加
し
て
く
れ
る
方
は
大
歓
迎
で
す
。

○
練
習
日

　

７
月
13
日
（
土
）・
８
月
３
日

（
土
）・
10
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

○
選
考
会
日
時　
７
月
20
日
（
土
）

○
場　
所　
野
辺
地
町
運
動
公
園

　

管
理
棟
前　

午
後
４
時
集
合

○
対　
象

　

高
校
生
・
大
学
生
・
一
般

　

 

（
野
辺
地
町
在
住
の
方
又
は
野
辺

地
町
内
勤
務
の
方
）

○
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線

２
２
２
）

　

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
防
火
管
理
義

務
が
あ
る
建
物
の
方
又
は
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

１
．
講
習
日
時

　

９
月
10
日
（
火
）
８
時
50
分
～

　
　
　

11
日
（
水
）
９
時
～

２
．
会　
場　
中
央
公
民
館

３
．
定　
員　
１
０
０
名

４
．
申
込
方
法

　

最
寄
り
の
消
防
署
で
申
込
書
に
所

定
事
項
を
記
入
の
う
え
、
受
講
料

４
，
０
０
０
円
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

５
．
受
付
期
間

　

７
月
22
日
～
８
月
21
日
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

６
．
問
合
せ
先

　

消
防
本
部
消
防
課

　

☎
64

－

０
６
５
０

第
21
回
青
森
県
民
駅
伝

競
走
大
会
出
場
選
手
募
集

甲
種
防
火
管
理

　
　
新
規
講
習
の
開
催
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児
童
館
行
事

電
話
（
64
）
３
１
０
６

◆
七
夕
会

　

５
日
（
金
）
16
時
～

◆
料
理
教
室

　

13
日
（
土
）
午
後
11
時
～

　

申
込
締
切
：
10
日

　

参
加
費
：
１
５
０
円

◆
避
難
訓
練

　

16
日
（
水
）

◆ 

英
会
話
サ
ー
ク
ル
／
１
・
８
・

22
・
29
日
（
月
）
午
後
３
時
30
分

～
４
時
30
分

◆ 

朗
読
の
会「
秋
桜
」／
11
日（
木
）

午
前
10
時　

定
例
会

◆ 

お
は
な
し
工
房
／
13
日
（
土
）
午

後
２
時
15
分
～
３
時
15
分
「
読
み

聞
か
せ
と
工
作
会
」

◆ 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
17
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
）

◆ 

ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
（
３
才
未

満
児
向
け
）
／
19
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時

◆ 

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

／
20
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

定
例
会

◆ 

絵
本
を
楽
し
む
会
／
26
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
前
10
時
30
分

◆ 

絵
本
タ
イ
ム
／
27
日
（
土
）
午
後

２
時
15
分 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

子
ど
も
司
書
養
成
講
座

　

受
講
生
募
集
！

　

司
書
の
技
術
や
知
識
を
習
得
し
て

子
ど
も
司
書
と
し
て
活
躍
し
て
み
ま

せ
ん
か
！

○
対
象　

小
中
学
生

○
期
間　

７
月
下
旬
～
２
月
ま
で

○
回
数　

10
回
程
度

○
時
間

　

午
前
10
時
～
10
時
45
分

○
場
所　

図
書
館
視
聴
覚
室
他

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
学
校
へ
配
布

す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
々
に
は
、
被
害
の
状
況

に
応
じ
た
県
税
の
特
例
措
置
が
あ
り

ま
す
。

○
被
災
し
た
家
屋
に
代
わ
る
家
屋
等

を
取
得
し
た
場
合
の
不
動
産
所
得
税

の
軽
減
措
置

図
書
館
行
事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

図書館おすすめの新刊（入荷予定本）

書　　　名 著　者　名

島はぼくらと 辻　村　深　月
本へのとびら
　　　　岩波少年文庫を語る 宮　崎　　　駿

世界を変えた17の方程式 ス チ ュ ア ー ト

来春まで　お鳥見女房 諸 田 玲 子

木村さんのリンゴ 小原田　泰　久

クローズアップ 今　野　　　敏

教科書には載っていない！
幕末の大誤算 熊　谷　充　晃

幸せになる人の心がけ・心がまえ 木　村　藤　子

本　の　展　示

朗読を楽しむ本展 ７／２日（火）～14日（日）
夜空ってステキだね！ ７／２日（火）～14日（日）
７／７は七夕。星と月の本の展時と貸出をします。

県
税
に
係
る
軽
減

非
課
税
措
置
等
の
お
知
ら
せ

読
み
聞
か
せ
講
習
会

　

朗
読
（
児
童
図
書
）
の
基
本
的
な

方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
朗
読
や

読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

○
講　
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
熱
気
球
代
表

　

池
谷
賢
一
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）

○
対　
象　
一
般

○
日　
時

　

平
成
25
年
７
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

○
場　
所　
図
書
館
視
聴
覚
室

○
参
加
費　
無
料

○
申
込
み　
７
月
７
日
（
日
）
ま
で

※
こ
の
講
習
会
は
、
独
立
行
政
法
人

国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
「
子
ど

も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動
」
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅
失
・

損
壊
し
た
家
屋
又
は
そ
の
敷
地
の
用

に
供
す
る
土
地
の
所
有
者
等
が
、
そ

れ
ら
に
代
わ
る
不
動
産
を
平
成
33
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た
場
合
に

は
、
不
動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
被
災
し
た
自
動
車
の
代
替
自
動
車

に
係
る
自
動
車
取
得
税
・
自
動
車
税

の
非
課
税
措
置

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅
失
・
損

壊
し
た
自
動
車
の
所
有
者
等
が
、
そ

の
自
動
車
に
代
わ
る
自
動
車
（
代
替

自
動
車
）
を
平
成
23
年
３
月
11
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

取
得
し
た
場
合
に
は
、
自
動
車
取
得

税
及
び
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年

度
ま
で
の
各
年
度
分
の
自
動
車
税
が

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
自
動
車
取
得
税
・
自
動
車

税
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
も
、

非
課
税
措
置
の
申
請
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
納
付
し
た
自
動
車
取
得
税
・

自
動
車
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

　

十
和
田
市
西
十
二
番
町
20

－

12

　

青
森
県
十
和
田
合
同
庁
舎
１
階

　

☎
０
１
７
６

－

23

－

４
２
４
１

▼
受
験
資
格

○
警
備
官

①
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経

過
し
て
い
な
い
方
及
び
平
成
26
年
３

月
ま
で
に
高
校
又
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
見
込
み
の
方

②
人
事
院
が
①
に
準
ず
る
と
認
め
た

方○
警
備
官
（
社
会
人
）

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
（
上
記
①
に
規
定
す
る
期
間

を
経
過
し
た
方
及
び
人
事
院
が
そ
れ

に
準
ず
る
と
認
め
た
方
に
限
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
お
申
込
み

　

７
月
23
日（
火
）～
８
月
１
日（
木
）

　

郵
送
ま
た
は
持
参
で
の
お
申
込
み

　

７
月
23
日（
火
）～
７
月
31
日（
水
）

▼
１
次
試
験　
９
月
29
日
（
日
）

▼
合
格
発
表　
10
月
16
日
（
水
）

▼
２
次
試
験

　

10
月
29
日（
火
）～
10
月
31
日（
木
）

▼
合
格
発
表　
11
月
26
日
（
火
）

▼
問
合
せ
先

　

仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課

　

☎
０
２
２

－

２
５
６

－

６
０
７
６

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒

な
ど
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、
バ
ス
が

停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら

席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し

て
お
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
急
ブ

レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
満
席
の
た
め
、
お
立
ち
に
な
っ

て
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
吊

革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
お
つ
か
ま

り
下
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局
・

 

（
公
社
）
青
森
県
バ
ス
協
会

入
国
警
備
官
採
用
試
験

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に

つ
い
て
の
お
願
い

12
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昨
年
か
ら
、
関
東
地
方
を
中
心
に

風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
風
し

ん
は
、
妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
か
か
る

と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
難
聴
（
な
ん
ち
ょ

う
）
や
心
（
し
ん
）
疾
患
（
し
っ
か

ん
）、
白
内
障
（
は
く
な
い
し
ょ
う
）

な
ど
の
障
害
が
出
現
す
る
『
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
』
の
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
で
は
成
人

の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

１
．
実
施
期
間

　

平
成
25
年
７
月
１
日
（
月
）
か
ら

平
成
25
年
10
月
31
日
（
木
）

２
．
対
象
者

① 

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
予
防
目

的
で
接
種
を
希
望
す
る
女
性

②
現
在
、
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫

③ 

現
在
、
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
同

居
家
族

※
い
ず
れ
も
野
辺
地
町
に
住
所
が
あ

る
方
で
、
こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
予
防

接
種
（
２
回
）
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
。

※
②
③
に
つ
い
て
は
、
妊
婦
さ
ん
に

個
別
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

３
．
費　
　
用　
無
料

４
．
実
施
場
所

　

公
立
野
辺
地
病
院
、
中
里
医
院
、

戸
館
内
科
整
形
外
科
医
院
、
川
上
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
え
び
さ
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

５
．
申
込
方
法

成
人
の
風
し
ん
予
防
接

種
費
用
を
助
成
し
ま
す

①
ご
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
の
う
え
、

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

②
町
内
の
指
定
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
期
間
内
で
指
定
医
療
機
関
以

外
で
受
け
た
も
の
は
助
成
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

６
．
そ
の
他

○
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
か
な
い
任
意
接
種
で
あ
る
た

め
、
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
事

故
災
害
補
償
は
「
独
立
行
政
法
人
医

薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
」
及
び

「
野
辺
地
町
予
防
接
種
事
故
災
害
補

償
規
程
」
に
基
づ
く
救
済
制
度
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方
で
、
平
成
25
年
４

月
～
６
月
の
間
に
自
己
負
担
で
接
種

を
し
た
場
合
は
、
必
要
書
類
（
領
収

書
等
）
を
確
認
の
う
え
償
還
払
い
を

い
た
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
先
》

　

健
康
づ
く
り
課
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
）　

☎
64

－

１
７
７
０

　

幼
少
期
に
受
け
た
集
団
予
防
接
種

の
際
に
注
射
器
が
連
続
使
用
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
方
に
対
し
て
、
裁
判

上
の
和
解
等
が
成
立
す
る
と
「
特
定

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金

等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
基
づ
き
給
付
金
等
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

○
感
染
の
可
能
性
の
あ
る
方

　

昭
和
23
年
～
昭
和
63
年
の
間
に
７

歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
集
団

予
防
接
種
等
を
受
け
た
方
。
そ
の
方

か
ら
母
子
感
染
し
た
可
能
性
の
あ
る

方○
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
被
害
の
無
料

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団
事

務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://bkantohoku.com

☎
０
２
２

－

７
９
６

－

０
１
５
２

（
受
付
時
間　

平
日
10
時
～
14
時
）

※
受
付
時
間
外
で
も
、
留
守
番
電
話

に
連
絡
先
を
録
音
い
た
だ
け
れ
ば
折

り
返
し
お
電
話
い
た
し
ま
す
。

○
日　
時

　

平
成
25
年
８
月
10
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時
（
受
付
は
15
時
30
分

ま
で
）

○
場　
所

　

む
つ
市
大
字
関
根
字
北
関
根

６
９
０
番
地

　

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機

構　

む
つ
研
究
所

○
内　
容

① 

海
洋
地
球
研
究
船
「
み
ら
い
」
船

内
及
び
施
設
の
公
開

② 

む
つ
研
究
所
の
研
究
紹
介
と
楽
し

い
実
験
教
室

③ 

「
み
ら
い
」
と
記
念
撮
影
オ
リ
ジ

ナ
ル
フ
ォ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
先
着
３
０
０
名
）

④ 

ト
ラ
イ
ト
ン
ブ
イ
・
ア
ル
ゴ
フ

ロ
ー
ト
実
機
展
示
と
楽
し
い
ゲ
ー

ム
⑤
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

⑥ 

タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
～
津
軽
海
峡

の
魚
達
を
さ
わ
っ
て
み
よ
う
！
～

⑦ 

水
中
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
を
操

縦
し
よ
う
！

⑧ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
と
サ
ン
ド

ア
ー
ト
を
作
ろ
う
！

⑨ 

「
し
ん
か
い
６
５
０
０
」
世
界
一

周
公
開
「QUELLE

（
ク
ヴ
ェ

レ
）
２
０
１
３
」
の
紹
介

⑩ 

ハ
ガ
キ
に
か
こ
う
海
洋
の
夢
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
示

⑪JA
M

STEC

グ
ッ
ズ
販
売

○
そ
の
他

１ 
．
当
日
は
「
む
つ
科
学
技
術
館
」

へ
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

２ 

．
む
つ
市
内
か
ら
、
無
料
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.jam

stec.go.jp/
m

utsu/j/

○
入
場
料　
無
料

○
問
合
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機

構　

む
つ
研
究
所

　

☎
０
１
７
５

－

25

－

３
８
１
１

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
け
ら
れ
ま
す
！
給
付
金

海
洋
研
究
開
発
機
構
む
つ
研
究

所
施
設
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

13
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○
対
象

４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
と
き　
７
月
24
日
（
水
）

▽
午
前
の
部　

８
時
45
分
～

　

バ
ス
移
動
・
見
学　

９
時
～

▽
午
後
の
部　

12
時
45
分
～

　

バ
ス
移
動
・
見
学　

15
時
～

○
集
合
場
所

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
正
門
前

○
内
容

　

航
空
機
の
見
学
、
音
楽
隊
の
ミ
ニ

演
奏
会
、
ゲ
ー
ム
や
ミ
ニ
制
服
の
試

着○
定
員　
各
部
１
５
０
名
（
先
着
）

○
申
込
み
先

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
（
電
話
の

み
の
受
付
と
な
り
ま
す
）

☎
53

－

４
１
２
１
内
線
３
３
１
３

　

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社

会
を
築
く
た
め
、“
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
”「
犯
罪
や
非
行
を
防
止

し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ

カ
ラ
」
と
し
て
、
次
の
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

１
．
強
調
月
間

　

７
月
を
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
”「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立

ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」

強
調
月
間
と
す
る
。

２
．
行
動
目
標
・
重
点
事
項

（
１
）
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地

域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社

会
の
理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
よ
う

（
２
）
重
点
事
項

「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
み
に
つ

い
て
の
協
力
の
拡
大
」

「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く

り
に
つ
な
が
る
取
組
み
の
推
進
」

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
２

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な

く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４

単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士

（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
７
２

－

38

－

０
５

０
０
）
ま
た
は
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
（
☎
０
１
７
８

－

70

－

１

６
６
３
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

～
ち
び
っ
こ
い
か
だ
レ
ー
ス
～

　
県
民
カ
レ
ッ
ジ
認
定
講
座
26
単
位

１
．
趣
旨

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
の
野
外
体
験

を
通
じ
、
自
然
と
人
間
の
関
わ
り
に

つ
い
て
考
え
、
意
欲
的
に
、
未
知
の

事
柄
に
挑
戦
す
る
勇
気
と
た
く
ま
し

く
行
動
す
る
意
思
を
養
う
。

２
．
期
日

　

平
成
25
年
８
月
１
日
（
木
）
～

　

３
日
（
土
）
２
泊
３
日

　

※
小
雨
決
行

３
．
開
催
場
所

　

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家
、
小
川

原
湖
湖
水
浴
場

４
．
対
象　
小
学
３
年
生
以
上

５
．
参
加
料　
３
，
５
０
０
円

　

※ 

傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

６
．
募
集
人
員　
40
名

　

（
男
子
20
名
、
女
子
20
名
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
と
い
た
し
ま

す
）
募
集
締
め
切
り
７
月
19
日
ま

で
。
抽
選
結
果
は
郵
送
に
て
送
付
い

た
し
ま
す
。

７
．
持
ち
物　
軍
手
、
着
替
え
、
帽

子
、
水
着
、
寝
袋
（
貸
出
有
）
風
呂

道
具
、
懐
中
電
灯
、
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
、
ズ
ッ
ク
（
内
用
）
タ
オ
ル
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
洗
面
道
具
、
水
筒

※
湖
水
浴
場
で
の
活
動
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

シ
ュ
ー
ズ
又
は
濡
れ
て
も
い
い
ズ
ッ

ク
を
外
履
き
と
は
別
に
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

※
チ
ー
ム
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
成
用
に
白
無

地
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
１
枚
ご
準
備
く
だ

さ
い
。（
ア
イ
ロ
ン
で
熱
を
加
え
て

プ
リ
ン
ト
し
ま
す
の
で
化
学
繊
維
の

も
の
で
は
な
く
、
綿
等
の
繊
維
の
も

の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

８
．
主
な
内
容

　

キ
ャ
ン
プ
・
野
外
炊
飯
・
チ
ー
ム

Ｔ
シ
ャ
ツ
作
り
・
い
か
だ
作
り
・
い

か
だ
レ
ー
ス
体
験

９
．
申
込
方
法

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
平
成
25
年
７
月
26

日
（
金
）
ま
で
に
御
連
絡
下
さ
い
。

そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
実
費
を
頂
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
お
願
い
》
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
で
子
供
た
ち
自
ら
が
献
立
を
考
え

て
、
買
い
出
し
・
調
理
・
食
事
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
食
材
等
の
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
お
子
様
の
場
合
、
青
年

の
家
で
の
対
応
は
で
き
か
ね
ま
す
の

で
、
御
了
承
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

10
．
問
合
せ
先

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

〒
０
３
９

－

２
４
０
２

青
森
県
上
北
郡
東
北
町
大
字
大
浦
字

道
ノ
下
１
０
４

－

６

☎
０
１
７
６

－

56

－

２
３
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
６

－

56

－

５
０
４
２

ガ
キ
大
将
自
然
体
験
教
室

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

第
63
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
主
催

夏
休
み
ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会

平成25年５月末の人身事故の発生状況
区分

町村別

平成25年 平成24年
前年比

４月中 累計 累計
発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

野辺地町 1 0 1 11 0 12 18 0 19 （－） ７ （+） 0 （－） 7

横 浜 町 1 0 1 5 1 4 13 0 16 （－） ８ （+） 1 （－）12

六ヶ所村 3 0 3 8 0 11 11 0 20 （－） ３ （+） 0 （－） 9

合　計 5 0 5 24 1 27 42 0 55 （－）18 （+） 1 （－）28

14
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山
崎　

あ
さ
（
76
）
新　
　

町

江
剌
家　

幸
（
81
）
下
町
二
区

山
端　

政
憲
（
89
）
駅 

前 

１

八
木
橋
悦
子
（
48
）
金 

沢 

町

川
村　

由
男
（
88
）
新　
　

町

上
林　

き
ゑ
（
92
）
枇 

杷 

野

工
藤
勇
治
郎
（
73
）
新　
　

道

⻆
谷　

み
ゑ
（
93
）
下
町
二
区

戸
澤　

ス
ヱ
（
87
）
城　
　

内

杉
山　

あ
い
（
84
）
松
ノ
木
平

杉
山　

由
雄
（
76
）
金 

沢 

町

飯
田　

幸
（
80
）
城　
　

内

山
端　

清
美
（
82
）
駅 

前 

１

工
藤　

和
子
（
89
）
え 

ぼ 

し

　
「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届
け

ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 

（
５
月
受
付
分
）
町
民
課　
　

●第１・４月曜日

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　７月22日

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　　～午後２時

バス運行日（毎週月･木曜日）

７月１・４・８・11・18・

22・25・29

竹
林　

明あ

優ゆ
ち
ゃ
ん
（ 

工 

）
金
沢
町

本
間　

岳が
く
志し

く
ん
（ 

進 

）
金
沢
町

髙
清
水
雄ゆ
う
大だ
い
く
ん
（
亮
祐
）
下
袋
町

夏
堀　

真し
ん
司じ

く
ん
（
悠
爾
）
下
町
二
区

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

�

～
消
防
団
に
感
謝
を
～
　
　　

　

先
月
６
月
２
日
、
旧
横
浜
町
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、
平
成

25
年
度
北
部
上
北
協
議
会
連
合
会

観
閲
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
横

浜
町
消
防
団
、
野
辺
地
町
消
防
団
、

六
ヶ
所
消
防
団
、
総
勢
５
５
１
名
の

消
防
団
員
と
配
備
車
両
42
台
の
参

加
の
も
と
、
人
員
、
服
装
、
機
械
器

具
点
検
か
ら
、
分
列
行
進
、
ま
と
い

振
り
と
、
威
風
堂
々
と
し
た
使
命
感

溢
れ
る
態
度
に
、
大
き
な
感
動
と
大

い
な
る
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
消
防
操
法
と
玉
落
と
し

競
技
へ
と
進
行
し
ま
し
た
が
、
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
が
十
二
分
に
発
揮

さ
れ
、
規
律
の
あ
る
動
き
と
正
確
な

操
作
に
、
消
防
団
の
原
点
を
垣
間
見

た
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
一
重
に
、
幹
部
皆
さ
ん
の

統
率
力
と
御
指
導
の
賜
物
で
あ
り
、

改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

御
案
内
の
と
お
り
、
消
防
団
は

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と

い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、

災
害
か
ら
住
民
を
守
る
活
動
を
し
て

い
る
団
体
で
あ
り
ま
す
。

　

団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
仕
事
を
持

ち
、
火
災
や
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
現
場
へ
駆
け
つ
け
、
消
防
署
員

と
協
力
し
て
消
火
や
人
命
救
助
、
避

難
誘
導
な
ど
に
当
た
り
ま
す
。
ま

た
、
普
段
か
ら
器
具
の
点
検
や
防
火

訓
練
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な
ど
災
害

に
備
え
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
夜
中
や
休
日
の
出
動

に
よ
り
、
辛
い
こ
と
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
「
自
分
た
ち
が
地
域
防
災
の

要
」
と
い
う
強
い
プ
ラ
イ
ド
が
心
の

支
え
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

先
の
東
日
本
大
震
災
に
於
い
て

も
、
各
自
治
体
の
消
防
団
員
が
こ
の

よ
う
な
崇
高
な
使
命
感
の
も
と
に
、

災
害
の
避
難
誘
導
や
広
報
活
動
な
ど

地
域
防
災
の
最
前
線
で
活
躍
を
し
、

地
域
住
民
か
ら
最
大
級
の
感
謝
を

受
け
、
全
国
的
に
も
消
防
団
の
存
在

の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
消
防
団
の
皆
様
に
は
、

地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
も
、
日
ご
ろ
の
訓
練
に
励
ま
れ
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
よ
り
強
固
に
す
る

よ
う
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
消
防

団
の
皆
様
に
、
町
民
挙
げ
て
最
大
の

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

 

野
辺
地
町
長　

中
谷
純
逸

15

今 年 の 夏 は
　ゆかた　美人 ！ ！

ゆかたの着付けを　無料で講習いたします。

当日の着付けも可能です。
（90分×２回）

（どちらも予約制になっております。）

お問合せ先 和　・　乙女　KAMIHARAKO
オーナー　上原子　眞　弓
TEL 0175－64－4061



詳しくは、下記
にお問い合わせ
ください。

青森年金事務所
☎017-734-7495

野辺地町役場　
町民課
☎64-2111
　（内線241）

無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談
国民年金に関する
こと

今月はお休みです。
次回は

８月28日（水）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９８（予約番号）

（予約が必要です）
〒030-8554青森市中央１丁目22－８

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

８月６日（火）
９：00 ～ 12：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

弁護士無料相談 民事・一般 ８月２日（金）
14：45 ～ 16：45

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。７月23日
（火）まで総務課64-2111（内227）
へ申し込みください。予約必要

児童家庭相談
養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

行 政 相 談
行政に関する苦情・
要望等に関すること

７月16日（火）
９：00 ～ 12：00 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談
しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－２１１９

電 話 介 護
相 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

9：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

６

月

分

の

納

付

期

限

は

７

月

31

日
（

水

）

で

す

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！
　
☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９

　老齢基礎年金の受給資格期間（原則として25年以上）
を満たしているかどうかを計算するときには含まれま
すが、年金額を計算するときには含まれません。

❶�昭和36年４月から昭和61年３月までの間で、配偶者が厚生年金または共済年金に加入して
いて、本人が何の年金にも加入していなかった期間（20歳から60歳までの期間に限る。）
❷�昭和36年４月から平成３年３月までの間で、学生であって任意加入しなかった期間（20歳
から60歳までの期間に限る。）
❸�昭和36年４月以後、日本国籍の人が海外に居住していた期間（20歳から60歳までの期間に
限る）。
❹�昭和36年４月以後、厚生年金の脱退手当金を受けた期間（昭和61年４月以後に免除を含む
保険料納付済期間を有する場合に限る）や共済組合の退職一時金を受けた期間。
� など。

65歳になったとき　老齢基礎年金

合 算 対 象 期 間
（カラ期間）とは

国民年金の保険料を納付した期間❶

❷

❸
❹

❺

❻
❼

国民年金の保険料の免除
（全額・４分の３・半額・４分の１（注））を受けた期間

若年者納付猶予を受けた期間
学生納付特例を受けた期間
昭和36年４月以後の厚生年金の被保険者期間
または共済組合の組合員期間
第３号被保険者であった期間

（注）４分の３免除、半額免除、４分の１免除の承認を受けた期間は、それぞれ４分の１納付、半額納付、４分の３納付しないと未納扱いとなります。

合算対象期間（カラ期間）

＋

＋

＋
＋

＋
＋

これらを合計して
25年（300月）

以上

保険料を納めた期間（保険料免除期間などを含む）が25年以上
ある人に、原則として65歳になってから支給されます。

　老齢基礎年金の受給資格期間を満たすためには、次の❶から❼の期間が原則として25年
以上あることが必要です。

年金を受けるために必要な期間（受給資格期間）
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一、私たちは、烏帽子岳のような誇り
高い文化と教育の町をつくります。

一、私たちは、野辺地川のような清い
心と美しい町をまもります。

一、私たちは、十符ヶ浦のような大き
い望みとゆたかな町をめざします。

一、私たちは、愛宕山のような温かい
福祉と健康な町をきずきます。

一、私たちは、人の和を大切にし活力
のみなぎる町づくりをすすめます。

　私
た
ち
の
町
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
先

人
よ
り
受
け
つ
い
だ
文
化
の
香
り
た
か
い

町
で
す
。

　私
た
ち
は
、
心
を
あ
わ
せ
て
「
真
実
と

友
愛
の
あ
ふ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
町
」

を
つ
く
る
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

野
辺
地
町
町
民
憲
章

健康増進センター内
　健康づくり課
　前田５番地２
　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週火・木曜日（８：30～17：00）となります。

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４ヶ月児
　　子ども健診

７月11日（木）
13：15開始

８月22日（木）
13：15開始

野辺地病院
小　児　科

（64－3211）

（７月11日）
平成25年３月生まれ

（８月22日）
平成25年４月生まれ

身体計測
小児科医療診察

対象者には個別に通
知します。

６ヶ月児
　　子ども相談

７月17日（水）
10：00開始

健 康 増 進
セ ン タ ー

（64－1770）

電話でのご
相談・お問
い合わせは
64－8080

（はればれ）
火・木曜日

平成25年１月生まれの乳児

育児相談
離乳食初期指導
離乳食試食
身体計測

母子健康手帳、バス
タオルをお持ちくだ
さい。
対象者への個別通知
はしておりません。
毎 月 の 広 報 で 確 認
のうえおいでくださ
い。

10 ヶ月児
　　子ども健診

７月17日（水）
13：30開始 平成24年９月生まれの乳児 育児相談

離乳食後期指導
身体計測・歯科保健指導・歯
科健診等

１歳児
　　子ども健診

７月17日（水）
13：30開始 平成24年７月生まれの乳児

みんなの
　　子ども相談

７月17日（水）
14：30

０歳児から就学前まででこれ
までの子ども健診・相談の対
象月年齢以外の児（希望者）

育児相談・栄養相談
身体計測
歯科健診等

できれば、前日までに
健康増進センターに
お申し込みください。

１歳６ヶ月児
　　子ども健診

７月２日（火）
12：50開始

平成23年12月～平成24年１月
生まれの幼児

育児相談・身体計測
小児科医診察
歯科健診等

対象者には個別に通
知します。

３歳児
　　子ども健診

８月20日（火）
12：40開始

平成22年１月～２月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
生活栄養指導
小児科診察・歯科健診
尿検査・聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。

ことばの相談
火・木曜日

（祝祭日を除く）
8：30 ～ 17：00

就学前までのお子さん お子さんのことばに関する相談
（保健師が対応）

すくすくテレフォン 火・木曜日
（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

妊婦、産後の方、育児中の母
親、家族の方など

妊婦・育児の電話相談
（保健師が対応）

思春期はればれ
電話相談

思春期の方、思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談（保健師が対応）

総合健康相談
火・木曜日

（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

町民一般
保健師による健康相談
管理栄養士による食事相談
薬剤師によるお薬の相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。
事前にお申し込みく
ださい。

マ タ ニ テ ィ
サ ロ ン

７月８日（月）
13：30 ～ 15：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 妊婦とその家族 おしゃべり、情報交換

リフレッシュ 事前申込み不要

こども救急
電話相談

<毎　日>
午後７時～
翌午前８時まで

♯8000
または
017－722－1152

小児の保護者等

小児の急病等、家庭内での対
応や医療機関への受診目安な
どの相談対応（看護師が相談
に応じます。治療行為ではあ
りません。）

青森県が実施主体で
す。

日本脳炎
定期予防接種

　　通　年 町 内 委 託
医 療 機 関

平成７年６月１日～
平成19年４月１日
 生まれの方

予防接種法による定期接種
（休止による特例対象）

くわしくはお問い合
わせください。

■町の人口

25年５月31日現在 前月比 前年同月比

14,532 （－）� 30 （－）� 145

　男� 6,826

　女� 7,706

（－）� 14

（－）� 16

（－）� 70

（－）� 72

世帯数� 6,583 （－）� 12 （＋）� 24

じ～の

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

７
月
は
18
時
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ご飯もおやつも大好きな湊斗く
ん、これからも歯みがき頑張ろ
　うね！！

母　聡美　馬門２　

何でもパクパク食べてくれる健
ちゃん。ピカピカな歯でいようね。

母　友美　中袋町　

虫歯ゼロやったネ。これからも
お菓子いっぱい食べれるように
  ハミガキでむし歯退治だね。

　　母　理香　中袋町　

虫歯ゼロおめでとう！
これからもきれいな歯でいよ
   うね！

母　智春　中袋町　

よこはま横浜　湊斗くん 

あら かわ
　　　

荒川　そらちゃん 

こう き
向井　滉貴くん

むか　い
けんせい

三間　健生くん

　み　ま

み な と
ぼ
く
た
ち
、わ
た
し
た
ち
の

だ
よ
♪

歯
ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ

３歳児健診で
虫歯ゼロの
子です

今
月
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

野
辺
地
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

惜しくも準優勝だった郡総合体育大会

　

昭
和
４
年
に
野
辺
地
庭
球
協

会
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
44
年

野
辺
地
町
軟
式
庭
球
協
会
と
し

て
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
４
年
に
競
技
名
が

変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
野
辺
地

町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

庭
球
と
い
え
ば
硬
式
が
一
般

的
で
す
が
、
当
時
の
日
本
で
硬

式
用
の
ボ
ー
ル
は
輸
入
品
で
高

価
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時

の
日
本
で
は
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
使

用
す
る
軟
式
テ
ニ
ス
が
一
般
に

普
及
し
ま
し
た
。

　

現
在
25
名
で
活
動
し
て
お

り
、
県
民
体
育
大
会
な
ど
を
目

標
に
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
３
度
、
県
民
体
育
大

会
で
優
勝
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
数
年
、
優
勝
か
ら
は
遠
ざ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る

そ
う
で
、
小
学
生
や
初
心
者
で
も

協
会
の
方
々
が
丁
寧
に
指
導
し
て

く
れ
ま
す
。
水
・
金
曜
午
後
７
時

か
ら
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
で
練

習
し
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

試合の様子
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